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一
一
、
は
じ
め
に
　
こ
の
消
息
は
、「
関
西
大
学
図
書
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
第
６
〜
９
号
（
２
０
０
１
〜
２
０
０
４
）」
に
掲
載
し
た
第
一
〜
十
八
消
息
の
続
き
に
あ
た
り
、
今
回
は
第
十
九
〜
二
十
七
消
息
を
翻
刻
し
た
。
こ
れ
で
消
息
本
文
の
翻
刻
は
一
応
終
了
す
る
が
、
な
お
引
き
続
き
人
名
、
及
び
書
名
索
引
の
作
成
を
考
え
た
い
。
　
関
西
大
学
図
書
館
手
紙
を
読
む
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
森
川　
彰
（
助
言
者
）、
大
国
克
子
、
池
尻
孝
子
、
大
塚
千
歳
、
長
谷
章
子
、
　
　
　
　
八
尾
奈
緒
美
、
瓢
野
由
美
子
、
中
川
敏
子
、
田
中
純
子
、
鵜
飼
香
織
　
二
、
翻　
刻
　
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
次
の
要
領
に
従
っ
た
。
　
・
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
　
・
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
片
仮
名
及
び
平
仮
名
を
用
い
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。
　
・
真
仮
名
及
び
仮
名
の
合
体
字
の
う
ち
、
次
の
も
の
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
　
　
　
而
（
て
）　
之
（
の
）　
（
よ
り
）　
（
と
も
）
　
・
踊
り
字
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
　
・
本
文
に
は
読
点
を
施
し
た
。
　
・
本
文
の
字
数
、
行
数
は
原
形
に
従
っ
た
。
　
・
朱
筆
を
用
い
た
箇
処
は
、「（
朱
）」
と
付
し
た
。
　
・
□
は
判
読
不
能
を
示
す
。
　
・
追
而
書
は
二
字
下
げ
と
し
た
。
〔第十九消息の頭首部分〕
関
西
大
学
所
蔵
萩
原
広
道
の
消
息
（
そ
の
五
）
関
西
大
学
図
書
館　
手
紙
を
読
む
会





﹇
第
十
九
消
息
（
安
政
元
年
十
一
月
廿
三
日
）﹈
一
五
・
九
×
一
六
一
糎
　
　
　
（
端
裏
書
）
萩
原　
静
雄
身
上
ノ
コ
ト
ア
リ
（
他
筆
）
（
１
２
３
）
去
月
廿
九
日
、
本
月
十
日
之
玉
翰
共
ニ
昨
廿
二
日
朝
夕
両
度
ニ
相
達
、
夫
々
辱
拝
見
仕
候
、
甚
寒
之
節
御
坐
候
処
、
御
全
家
御
揃
弥
御
壮
栄
被
為
在
候
条
、
欣
慶
之
至
奉
大
賀
候
、
随
而
幣
家
無
異
御
子
息
様
ニ
も
御
別
条
無
御
坐
候
、
乍
憚
御
消
念
可
被
下
候
、
当
所
地
震
之
事
御
尋
被
下
、
嘸
御
心
配
と
存
候
而
、
先
日
短
書
一
通
早
々
さ
し
出
置
申
候
、
定
而
御
披
見
被
下
候
義
と
奉
存
候
、
錦
地
辺
も
大
震
ニ
御
坐
候
処
、
先
々
御
別
義
無
御
坐
候
段
御
示
被
下
、
大
慶
ニ
奉
存
候
、
惣
体
西
国
方
ハ
余
ほ
ど
静
謐
之
様
ニ
承
申
候
、
併
豊
後
府
内
辺
ハ
山
崩
れ
な
と
い
た
し
候
由
、
如
何
之
光
景
ニ
御
坐
候
哉
、
重
便
御
示
し
可
被
下
候
、
尓
来
ハ
当
地
も
を
り

少
し
ツ
ヽ
ハ
ゆ
り
候
へ
共
、
先
静
り
候
体
ニ
御
坐
候
、
全
体
当
所
も
地
震
ハ
さ
の
ミ
に
も
無
之
候
処
、
高
潮
押
込
候
而
川
筋
船
数
百
艘
破
損
い
た
し
、
死
人
多
く
有
之
候
故
、
他
国
へ
ハ
仰
山
ニ
聞
え
候
事
と
存
ら
れ
候
、
官
よ
り
死
人
御
改
候
処
、
当
地
帳
面
ニ
名
前
有
之
分
弐
百
七
十
余
人
と
聞
え
申
候
、
此
外
ハ
旅
客
或
ハ
無
宿
者
な
と
ニ
て
よ
く
も
不
分
候
へ
と
も
、
死
屍
千
余
人
ハ
有
之
と
の
事
也
、
流
れ
て
失
果
候
も
可
有
之
、
都
合
ニ
て
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
ハ
千
艘
余
之
破
砕
と
申
候
千
五
百
斗
内
外
之
事
実
説
と
聞
定
候
、
官
よ
り
命
（
１
２
４
）
有
之
船
も
、
追
々
工
夫
ヲ
以
深
ミ
へ
引
は
り
、
大
方
ハ
落
着
い
た
し
候
由
也
、
未
見
候
故
委
し
く
ハ
不
申
上
候
、
夜
前
大
藤
高
雅
江
戸
よ
り
帰
着
対
面
承
候
処
、
東
海
道
駿
遠
辺
之
萩原広道の消息（その五）
二
〔第二十七消息の末尾部分〕
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三
大
荒
ハ
言
語
同
断
ニ
御
坐
候
、
高
雅
四
日
ニ
江
戸
出
立
、
（
マ
マ
）　
　
　
品
川
ニ
て
地
震
ニ
候
後
、
追
々
宿
々
破
壊
、
津
波
押
上
り
な
と
い
た
し
候
故
、
小
田
原
ニ
て
四
日
留
其
後
罷
帰
候
よ
し
、
道
中
大
方
ハ
野
宿
、
人
足
不
立
合
宿
々
不
残
倒
れ
或
ハ
火
事
有
之
、
全
く
家
少
し
有
之
候
ハ
三
四
駅
之
由
、
道
中
一
日
之
入
用
十
人
斗
ニ
て
三
四
両
ツ
ヽ
か
ゝ
り
、
こ
ま
り
候
よ
し
也
駿
府
沼
津
共
ニ
城
陥
落
、
奇
代
之
珍
事
と
聞
え
候
□
、
伊
豆
ハ
地
震
よ
り
も
高
浪
烈
敷
、
下
田
応
接
之
日
ニ
候
処
此
方
御
陣
屋
過
半
浪
ニ
と
ら
れ
、
小
田
原
堅
メ
之
人
数
も
大
分
浪
ニ
没
し
候
由
、
異
船
ハ
少
々
破
損
候
へ
と
も
無
別
条
　
　
　

所
謂
ハ
ッ
テ
イ
ラ
也
に
て
、
は
し
船
ニ
て
人
を
救
ひ
な
と
い
た
し
候
由
、
此
方
之
御
役
人
ハ
か
ら
く
し
て
山
へ
迯
上
り
、
助
命
と
の
事
也
、
其
外
伊
勢
路
津
浪
地
震
烈
敷
、
志
州
鳥
羽
城
下
過
半
（
１
２
５
）
な
か
れ
、
紀
州
熊
野
大
あ
れ
、
家
一
軒
も
無
之
処
数
村
有
之
、
阿
波
し
く
ひ
な
と
申
浦
々
三
ヶ
村
不
残
流
失
、
小
島
之
家
々
洗
ふ
か
こ
と
く
流
れ
候
よ
し
、
土
左
ハ
未
承
候
へ
と
も
、
い
つ
れ
同
断
な
る
へ
し
、
中
国
も
備
前
備
中
は
大
分
破
損
所
有
之
、
播
磨
赤
穂
之
城
破
損
、
其
外
と
も
大
そ
う
の
い
た
み
と
聞
え
申
候
、
紀
若
山
も
大
浪
震
と
も
ニ
　
　
　
長
沢
大
門
崩
れ
候
よ
し
也
甚
し
き
よ
し
、
大
坂
よ
り
ハ
烈
敷
聞
え
候
、
只
京
師
ハ
小
震
安
然
、
是
の
ミ
奉
賀
候
斗
也
、
年
号
改
元
も
有
之
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
ハ
文
長
也
ト
ソ
此
廿
七
日
頃
御
触
出
し
と
聞
え
申
候
、
文
長
、
安
政
二
ツ
の
中
と
聞
え
候
、
是
も
た
し
か
に
聞
及
申
候
、
猶
色
々
御
坐
候
へ
と
も
迚
も
筆
紙
ニ
尽
し
か
た
く
候
間
、
省
略
仕
候
、
さ
て
も

大
変
、
此
末
如
何
可
相
成
哉
と
安
キ
心
も
無
之
候
、
併
先
御
互
ニ
無
難
安
穏
、
祝
着
之
至
ニ
御
坐
候
、
御
子
息
様
御
事
御
配
意
御
尤
ニ
候
、
少
し
も
異
変
無
之
候
間
御
安
意
可
被
成
候
、
上
司
、
与
助
共
ニ
無
難
、
与
介
主
人
ハ
家
潰
れ
か
け
候
故
地
震
中
ニ
宿
か
へ
い
た
し
、
却
而
よ
ろ
し
き
所
へ
参
り
居
申
候
、
拙
家
光
景
ハ
何
も
さ
し
て
か
ハ
り
候
事
も
無
之
、
近
所
中
い
つ
れ
も
大
道
中
へ
小
屋
ヲ
か
け
出
候
へ
共
、
拙
家
ハ
当
夏
少
々
無
用
ニ
広
き
所
へ
出
か
け
候
故
、
前
栽
甚
ひ
ろ
く
、
大
震
の
節
飛
出
候
斗
ニ
て
、
他
家
よ
り
ハ
大
ニ
安
楽
ニ
て
相
済
申
候
、
御
安
心
可
被
下
候
、
○
江
戸
ハ
さ
し
て
大
震
ニ
も
無
之
趣
、
少
々
火
事
有
之
斗
と
聞
え
申
候
、
東
北
国
之
噂
ハ
未
実
説
承
不
申
候
、
○
御
子
息
様
御
事
委
曲
ニ
被
仰
下
夫
々
承
知
仕
候
、
先
便
申
上
候
通
之
次
第
故
、
何
一
ツ
も
得
御
伝
へ
不
申
候
、
日
々
御
退
屈
御
気
毒
ニ
奉
存
候
、
儒
家
へ
御
入
門
之
事
も
先
便
申
上
候
通
故
、
未
見
合
居
申
候
、
併
余
り
所
業
無
御
坐
候
故
、
上
司
へ
頼
（
１
２
６
）
少
々
読
書
ニ
て
も
被
成
候
様
申
候
而
、
両
三
日
昼
後
か
し
こ
へ
斎
藤
方
御
出
ニ
御
坐
候
、
昨
日
御
書
中
之
趣
ニ
て
ハ
、
又
々
儒
家
へ
と
も
存
候
へ
と
も
、
来
月
中
頃
よ
り
ハ
諸
稽
古
何
方
も
止
申
候
、
今
少
し
の
事
ニ
事
々
敷
仕
候
ハ
ん
よ
り
と
存
候
而
、
右
之
通
ニ
い
た
し
上
司
ニ
て
為
済
申
候
、
左
様
御
承
知
可
被
下
候
、
山
口
之
高
橋
氏
御
代
参
ニ
登
り
候
節
御
預
り
申
し
置
候
様
、
御
附
嘱
之
趣
委
細
承
知
仕
候
、
い
か
に
も
其
便
妙
々
と
奉
存
候
、
野
之
口
、
六
人
部
事
承
申
候
、
是
ハ
無
余
義
申
上
候
ニ
御
坐
候
、
拙
家
ニ
て
神
代
巻
ニ
て
も
御
伝
へ
申
候
様
被
仰
下
候
へ
と
も
、
中
々
左
様
之
暇
無
御
坐
候
事
故
、
此
義
ハ
先
見
合
申
候
、
点
な
と
も
直
し
な
と
致
さ
ね
ハ
、
や
く
ニ
立
不
申
候
、
白
文
ニ
て
漢
文
よ
み
ニ
も
不
相
成
処
も
有
之
、
甚
む
つ
か
し
き
事
故
、
急
ニ
ハ
如
何
と
も
無
致
方
御
坐
候
、
此
段
御
賢
察
可
被
下
候
、
何
分
ニ
も
二
六
時
中
世
わ
た
り
と
応
接
と
筆
研
と
迄
迄
　
　

遠
方
之
状
通
と
著
述
と
、
四
五
人
前
之
用
事
輻
湊
追
立
ら
れ
の
ミ
い
た
し
居
候
事
故
、
初
学
之
教
授
な
と
ハ
少
し
も
相
成
不
申
候
、
万
々
御
察
し
可
被
下
候
、
夫
故
万
事
ハ
荊
妻
へ
託
し
置
申
候
、
此
一
事
き
ハ
め
て
御
為
ニ
不
相
成
事
と
存
候
へ
と
も
、
当
時
拙
家
之
光
景
ニ
て
ハ
無
詮
方
御
坐
候
、
此
段
上
司
氏
へ
ハ
見
聞
之
趣
委
し
く
咄
候
而
、
相
談
致
候
事
ニ
御
坐
候
、
追
々
御
聞
取
可
被
下
候
、
尚
又
高
橋
上
坂
候
節
委
細
ニ
可
申
上
候
、
雑
費
之
事
抔
被
入
御
念
被
仰
下
、
痛
入
申
候
、
別
段
ニ
御
構
も
不
申
候
故
、
左
様
之
御
心
配
御
無
用
ニ
御
坐
候
、
但
し
強
て
御
心
配
も
御
坐
候
ハ
ヽ
米
を
少
し
御
越
し
可
被
下
候
、
（
１
２
７
）
浪
人
後
ハ
此
物
一
ツ
ニ
ハ
大
ニ
事
ヲ
欠
、
米
屋
よ
り
高
価
之
白
米
買
入
候
ニ
追
立
ら
れ
候
一
段
、
さ
し
あ
た
る
難
義
故
不
包
申
上
候
也
、
さ
れ
と
、
そ
れ
も
格
別
ニ
御
構
ひ
被
下
候
に
ハ
及
ひ
不
申
候
、
此
段
御
用
捨
可
被
下
候
、
御
子
息
様
小
遣
等
之
事
ハ
何
も
入
不
申
候
、
多
く
御
越
し
被
成
て
ハ
甚
御
為
ニ
わ
ろ
き
事
ニ
候
間
、
御
入
用
之
品
ハ
此
方
ニ
て
取
替
置
、
追
而
御
算
用
可
申
候
、
生
徒
ニ
金
銀
あ
る
ハ
甚
忌
物
ニ
御
坐
候
、
畢
竟
ハ
難
義
を
致
候
か
学
問
之
一
ツ
ニ
て
、
後
年
之
御
為
ニ
も
宜
し
く
候
、
衣
ハ
寒
か
ら
ね
ハ
よ
し
、
食
ハ
飢
ね
ハ
よ
し
と
定
め
置
候
て
よ
き
事
と
存
候
、
此
段
深
く
御
考
可
被
下
候
、
夫
故
拙
家
御
留
中
も
畢
竟
家
内
同
然
之
番
菜
ニ
て
、
小
生
之
飲
食
付
合
之
酒
宴
な
と
ハ
清
く
事
を
分
チ
置
申
候
、
是
ハ
無
情
之
様
ニ
候
へ
と
も
如
是
い
た
し
候
事
、
已
前
よ
り
之
仕
来
り
な
れ
ハ
御
免
可
被
下
候
、
○
重
胤
へ
雑
費
金
壱
両
御
渡
と
か
、
其
分
（
１
２
８
）
に
て
も
可
有
之
候
、
拙
家
へ
御
入
来
の
節
、
銭
壱
貫
文
余
与
介
よ
り
受
取
申
候
、
其
外
ハ
佐
伯
様
御
餞
別
と
か
に
て
金
弐
朱
預
り
置
申
候
、
是
等
も
悉
皆
愚
妻
へ
託
し
置
候
処
、
色
々
御
入
用
有
之
よ
し
ニ
て
御
遣
ひ
、
殊
ニ
ハ
机
御
入
用
と
て
御
自
身
買
て
御
帰
候
故
、
払
遣
し
候
と
　
　
　
　
　
　

小
生
ハ
少
し
も
知
ら
す　
　

妻
ヲ
申
事
ニ
候
、
是
皆
甚
わ
ろ
き
事
故
大
ニ
厳
責
い
た
し
候
へ
と
も
、
例
之
女
之
情
ニ
て
、
御
預
り
物
故
渡
遣
候
な
と
申
候
、
夫
よ
り
ハ
又
々
一
層
き
ひ
し
く
申
付
置
候
へ
と
も
、
兎
角
女
之
情
ハ
さ
ハ
な
ら
ぬ
所
も
有
之
候
而
、
又
し
て
ハ
取
出
し
候
よ
し
、
仍
而
大
方
み
な
ニ
な
り
申
候
、
一
昨
日
上
司
見
え
候
而
、
右
御
小
遣
ひ
様
之
事
ハ
同
氏
預
り
置
、
無
用
之
費
無
之
や
う
ニ
い
た
し
可
申
と
の
事
ニ
候
故
、
其
分
ニ
頼
置
候
而
残
銭
五
六
百
文
相
渡
し
置
申
候
、
此
度
又
々
四
五
百
文
直
ニ
御
越
し
と
や
ら
、
是
も
小
生
手
へ
御
預
り
申
置
度
候
へ
と
も
、
皆
々
上
司
へ
託
し
置
申
候
間
、
尓
来
ハ
小
遣
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
ニ
御
子
息
様
へ
御
越
し
ハ
わ
ろ
く
御
坐
候
件
ハ
上
司
へ
御
申
入
可
被
下
候
、
此
段
宜
奉
希
候
也
、
さ
て
右
御
入
用
之
筋
ハ
、
御
子
息
様
委
し
く
帳
ニ
御
つ
け
置
被
成
候
様
、
急
度
申
置
候
、
左
様
御
承
知
可
被
下
候
、
小
家
御
預
り
之
分
之
事
ハ
、
愚
妻
へ
算
用
相
委
し
く
書
付
候
様
申
置
候
也
、
さ
て
右
之
条
々
も
御
子
息
様
へ
、
覿
面
ニ
ハ
拙
生
よ
り
ハ
何
も
不
申
候
、
是
ハ
少
々
意
有
る
事
ニ
候
、
左
様
御
承
知
可
被
下
候
、
幼
年
之
人
ハ
、
余
り
ニ
厳
責
す
れ
ハ
却
而
虚
言
多
く
な
る
も
の
ニ
て
、
大
ニ
わ
ろ
き
癖
お
こ
る
物
ニ
候
故
也
、
御
察
し
可
被
下
候
、
○
天
満
宮
御
神
供
之
餅
、
御
贈
被
下
、
忝
拝
戴
仕
候
、
併
御
子
息
様
御
好
物
之
由
故
、
悉
皆
御
渡
し
申
置
候
、
追
々
頂
戴
可
仕
候
、
○
確
之
助
方
へ
御
届
物
落
手
仕
候
、
同
人
方
殊
外
便
六
ヶ
敷
所
故
、
早
崎
方
へ
土
左
邸
へ
頼
萩原広道の消息（その五）
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五
（
１
２
９
）
明
日
遣
し
可
申
候
、
左
様
御
承
知
可
被
下
候
、
○
小
生
年
賀
之
哥
御
集
被
下
候
由
、
奉
多
謝
候
、
右
ハ
当
春
一
会
盛
ン
ニ
い
た
し
候
つ
も
り
之
処
、
世
間
す
ハ
ら
う
し
く
な
り
、
今
ニ
其
挙
得
い
た
し
不
申
候
、
仍
而
来
春
ニ
成
候
て
も
宜
候
間
、
可
然
御
頼
申
上
候
、
○
源
氏
之
挙
ハ
い
か
に
も
急
卒
ニ
御
頼
申
上
候
、
頃
日
上
京
い
た
し
板
木
不
残
申
付
置
候
、
夫
故
一
日
も
早
く
金
入
用
ニ
御
坐
候
也
、
万
々
御
察
し
可
被
下
候
、
○
防
府
十
景
哥
承
知
仕
候
、
此
節
風
邪
ニ
て
閉
口
仕
居
申
候
、
殊
ニ
ハ
世
間
之
騒
ニ
て
哥
心
も
無
御
坐
候
故
、
重
便
ニ
可
差
上
候
、
御
猶
余
奉
頼
候
、
○
鶴
屋
上
坂
兎
角
延
引
ニ
相
成
候
よ
し
、
何
卒
早
々
上
ら
れ
候
様
、
御
促
し
可
被
下
候
、
且
又
度
々
申
ハ
き
の
と
く
故
捨
置
候
へ
と
も
、
か
の
源
氏
之
代
何
卒
速
ニ
登
し
呉
ら
れ
候
様
、
宜
御
促
し
可
被
下
候
、
諸
方
へ
取
ち
ら
し
候
本
代
、
兎
角
遠
方
ハ
集
り
か
ね
大
ニ
こ
ま
り
入
申
候
、
鶴
屋
斗
な
ら
ハ
さ
て
も
不
苦
候
へ
と
も
、
諸
方
ニ
て
ハ
大
分
大
金
高
ニ
相
成
、
当
惑
仕
候
事
ニ
御
坐
候
、
文
人
ハ
か
け
乞
ニ
も
出
懸
ら
れ
す
、
万
々
苦
心
御
察
し
可
被
下
候
、
且
又
秋
田
や
一
条
も
申
ニ
ハ
な
く
候
へ
と
も
、
何
卒
速
ニ
手
際
よ
く
被
致
候
様
ニ
と
存
候
、
是
ハ
早
く
事
を
果
し
候
へ
ハ
、
跡
追
々
ニ
沢
山
ニ
仕
入
も
相
成
候
事
ニ
て
、
畢
竟
繁
昌
之
基
此
一
挙
と
存
候
故
ニ
御
坐
候
、
呉
々
宜
御
示
喩
可
被
下
候
、
直
ニ
申
ハ
皆
々
き
の
と
く
な
る
事
故
、
万
事
ハ
老
兄
へ
申
上
候
也
、
夫
故
別
帋
も
さ
し
出
し
不
申
候
、
能
々
御
伝
可
被
下
候
、
○
毎
々
愚
妻
へ
御
伝
言
奉
多
謝
候
、
申
聞
候
所
、
尚
又
宜
申
上
候
様
申
出
候
、
乍
末
筆
（
１
３
０
）
御
内
室
様
へ
宜
御
伝
声
可
被
下
候
、
御
子
息
様
事
さ
そ

御
案
し
と
存
、
地
震
の
さ
ま
今
少
し
委
し
く
申
上
度
候
へ
と
も
、
不
能
急
筆
候
、
少
し
も
御
案
し
無
御
坐
候
様
、
能
々
御
伝
可
被
下
候
、
余
ハ
後
音
万
々
可
申
上
候
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
々
不
備
　
　
霜
月
廿
三
日
灯
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拝
　
　
　
鈴
木
先
生
　
　
　
　
　
　
几
下
　
　
尚
々
寒
気
折
角
御
自
愛
奉
祈
候
、
相
応
之
御
用
　
　
御
坐
候
ハ
ヽ
、
何
ニ
よ
ら
す
可
被
仰
下
候
、
何
卒
一
度
ハ
罷
下
り
度
　
　
存
居
申
候
へ
と
も
、
と
か
く
次
第
ニ
尻
重
く
な
り
候
而
こ
ま
り
　
　
入
申
候
、
参
上
之
節
ハ
万
事
宜
奉
頼
候
、
藍
田
も
　
　
無
事
ニ
居
申
候
、
折
々
寄
合
呑
申
候
、
以
上
﹇
第
二
十
消
息
（
安
政
二
年
五
月
卅
日
）﹈
一
六
・
一
×
一
二
〇
・
三
糎
　
　
　
（
端
裏
書
）
萩
原
広
道
（
朱
）（
他
筆
）
　
　
　
　
　
　
　
　
静
雄
ノ
コ
ト
ア
リ
（
他
筆
）
（
１
３
２
）
廿
日
之
御
書
、
宿
元
相
達
拝
見
仕
候
、
向
暑
之
節
御
坐
候
所
、
弥
御
安
静
被
為
在
珍
重
之
至
ニ
奉
存
候
、
随
而
私
方
静
枝
君
并
家
内
共
無
異
消
光
仕
候
、
乍
憚
御
放
念
可
被
下
候
、
其
前
も
御
細
書
被
下
候
へ
共
、
折
節
伊
勢
路
へ
罷
出
、
其
後
少
々
取
込
事
御
坐
候
而
罷
帰
、
又
々
当
今
京
地
へ
登
り
再
東
遊
企
候
な
と
ニ
而
、
　
　
貴
答
案
外
遅
引
仕
候
段
、
さ
る
方
ニ
御
恕
免
可
被
下
候
、
○
今
年
御
登
坂
御
延
引
ニ
相
成
候
由
、
扨
々
残
念
ニ
奉
存
候
、
正
月
御
登
坂
と
の
事
故
、
日
々
御
噂
の
ミ
い
た
し
今
か
と
相
待
居
申
候
、
も
し
や
下
拙
留
守
へ
御
登
ニ
而
ハ
御
都
合
も
わ
ろ
か
る
へ
く
と
、
其
辺
之
事
差
含
候
而
奉
待
候
所
、
実
以
あ
へ
な
く
奉
存
候
、
静
枝
君
御
事
被
仰
下
、
委
曲
相
心
得
申
候
、
御
同
人
御
学
業
之
事
も
、
昨
年
ハ
色
々
間
違
、
空
敷
暮
果
申
候
故
詮
方
な
し
、
当
春
ハ
少
々
御
世
話
も
可
致
存
候
へ
共
、
兼
而
申
上
候
通
下
拙
手
を
出
候
事
ハ
、
迚
も
多
忙
ニ
而
相
成
不
申
候
、
色
々
工
夫
仕
候
内
、
や
か
て
御
上
坂
と
の
事
故
、
夫
も
（
１
３
３
）
又
相
止
候
内
、
空
敷
今
か

と
て
半
年
相
立
申
候
、
扨
々
無
念
之
至
ニ
御
坐
候
、
御
帰
国
ニ
て
儒
者
之
方
へ
御
出
候
而
読
書
ニ
て
も
被
成
候
由
、
さ
ハ
か
り
の
事
ニ
候
ハ
ヽ
、
此
方
ニ
て
も
容
易
ニ
相
頼
取
斗
可
申
候
処
、
儒
者
之
弟
子
ニ
御
成
候
事
ハ
老
兄
御
き
ら
ひ
と
申
事
故
、
致
方
な
く
只
い
た
つ
ら
に
捨
置
候
事
ニ
御
坐
候
、
併
か
ね
て
も
申
上
候
通
、
愚
妻
共
へ
託
し
置
候
事
故
、
追
々
御
な
し
み
か
さ
な
り
候
ニ
随
ひ
、
手
ニ
余
り
候
な
と
毎
々
申
出
候
へ
と
も
、
幼
年
之
御
方
、
下
拙
き
ひ
し
く
御
折
檻
申
候
て
ハ
、
く
せ
わ
ろ
く
相
成
候
と
存
候
而
、
一
度
も
厳
責
ハ
下
し
不
申
候
、
打
捨
置
候
へ
と
も
、
此
頃
ニ
て
ハ
大
分
増
長
之
体
相
見
え
候
故
、
御
帰
郷
を
急
候
折
節
ニ
御
坐
候
、
乍
去
折
角
御
登
り
之
事
、
せ
め
て
天
満
夏
祭
ニ
て
も
御
覧
（
１
３
４
）
之
上
御
帰
被
成
候
が
宜
な
と
、
御
噂
い
た
し
留
置
申
事
ニ
御
坐
候
、
乍
去
其
内
よ
き
便
も
有
之
候
ハ
ヽ
た
し
か
な
る
人
ニ
託
し
御
帰
候
様
ニ
と
妻
へ
申
付
置
候
、
今
般
下
拙
伊
勢
、
尾
張
辺
罷
出
候
ニ
付
御
同
道
申
可
参
歟
、
さ
ら
ハ
後
之
御
為
ニ
少
し
は
相
成
候
事
も
可
有
哉
と
存
、
且
ハ
留
守
ニ
て
ハ
弥
女
之
手
ニ
制
し
か
ね
候
事
抔
も
可
有
之
と
存
候
へ
と
も
、
又
よ
く
相
考
候
へ
ハ
、
御
幼
年
之
事
ニ
而
道
さ
へ
し
か

御
歩
行
む
つ
か
し
き
よ
し
、
殊
ニ
炎
暑
之
中
果
而
不
妙
と
存
、
御
本
人
ハ
御
す
み
被
成
候
へ
共
、
先
々
相
止
申
候
、
左
候
ハ
ヽ
、
よ
き
便
ニ
近
々
御
帰
候
様
取
斗
ハ
せ
可
申
候
、
何
分
ニ
も
幼
き
人
ニ
、
都
会
之
風
抔
見
習
ハ
せ
申
事
、
至
而
毒
と
存
候
へ
と
も
、
右
之
始
末
ニ
而
愚
存
之
通
ニ
い
た
し
か
ね
、
呉
々
御
気
毒
之
至
ニ
御
坐
候
、
尓
後
御
上
坂
ニ
て
も
、
能
々
此
辺
之
事
御
深
考
御
尤
ニ
奉
存
候
、
○
金
子
氏
此
節
若
山
留
之
由
、
伴
雄
よ
り
申
来
候
、
今
般
之
御
両
所
ニ
も
か
け
違
ひ
、
得
不
申
候
、
此
御
帰
之
節
ニ
て
も
、
静
枝
君
御
同
道
被
成
候
て
宜
哉
と
も
奉
存
候
、
○
鶴
屋
事
先
達
而
一
書
到
来
、
不
相
替
壮
健
之
由
珎
重
ニ
御
坐
候
、
此
度
返
事
可
遣
候
へ
と
も
、
多
忙
故
貴
家
様
へ
申
上
置
候
、
御
通
可
被
下
候
、
（
１
３
５
）
下
拙
方
書
物
之
代
、
段
々
延
引
ニ
相
成
迷
惑
致
候
故
、
乍
気
毒
及
催
促
候
所
、
い
ま
た
三
部
も
う
れ
不
申
候
由
、
左
様
之
事
ニ
候
ハ
ヽ
、
其
本
早
々
返
さ
れ
候
様
御
通
被
下
、
急
々
私
方
へ
御
登
し
可
被
下
候
、
代
物
ハ
二
歩
よ
り
ハ
負
ら
れ
不
申
候
、
且
二
帙
分
之
代
壱
両
貴
家
様
よ
り
被
下
候
由
、
い
か
な
る
御
算
用
有
之
候
哉
不
存
候
へ
共
、
御
き
の
萩原広道の消息（その五）
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七
と
く
ニ
存
候
、
何
角
御
不
都
合
ニ
而
今
便
ニ
も
不
被
下
候
由
、
承
知
仕
候
、
御
廻
り
合
次
第
早
々
御
頼
申
上
候
、
去
年
之
地
震
已
来
、
文
人
輩
散
々
よ
わ
り
居
申
候
、
纔
之
代
物
ニ
も
困
入
候
情
景
、
宜
御
察
し
可
被
下
候
、
扨
右
源
氏
ハ
、
本
ニ
て
被
返
候
と
も
少
し
も
不
苦
候
、
爰
元
ニ
て
ハ
金
子
沢
山
御
坐
候
へ
共
、
本
な
く
て
困
入
居
候
間
、
少
し
も
迷
惑
ニ
ハ
相
成
不
申
候
、
い
た
ま
ぬ
様
ニ
し
て
早
々
登
さ
れ
候
様
、
御
取
斗
可
被
下
候
、
秋
田
屋
方
之
算
用
ハ
随
分
取
続
被
致
候
趣
、
左
候
ハ
ヽ
安
心
仕
候
、
併
何
分
算
用
相
ハ
、
さ
つ

と
埒
明
候
様
な
ら
で
ハ
先
方
の
う
け
あ
し
く
、
後
々
ニ
至
り
大
な
る
商
買
相
成
申
間
敷
と
存
候
間
、
此
意
能
々
（
マ
マ
）
御
通
置
、
物
の
ら
ち
早
く
明
候
様
被
致
候
而
可
宜
と
存
候
、
此
段
何
と
な
く
御
伝
置
可
被
下
候
、
（
１
３
６
）
上
方
之
風
俗
、
錦
地
辺
と
ハ
大
ニ
異
に
し
て
、
何
事
も
燃
眉
之
急
卒
ニ
埒
明
候
事
故
、
此
処
さ
へ
よ
く
呑
込
れ
候
ハ
ヽ
、
商
買
向
ハ
い
か
様
共
（
マ
マ
）
相
成
可
申
と
存
候
、
○
重
胤
も
先
日
一
書
さ
し
こ
し
申
候
、
貴
家
様
ハ
今
以
御
絶
音
と
や
ら
申
越
候
、
四
月
上
旬
出
候
状
ニ
御
坐
候
、
も
ハ
や
御
音
信
被
成
候
哉
、
御
口
入
之
書
生
無
事
ニ

留
候
由
、
何
と
か
被
仰
遣
候
て
宜
と
奉
存
候
、
同
人
事
も
薩
摩
浪
人
本
田
と
や
ら
申
男
ニ
、
よ
ほ
と
か
た
ら
れ
候
噂
申
越
候
、
諸
国
徘
徊
之
生
徒
苦
々
敷
事
共
度
々
承
申
候
、
歎
息
之
至
ニ
御
坐
候
、
八
木
立
礼
も
江
州
へ
さ
ま
よ
ひ
居
候
処
、
百
姓
の
訴
訟
之
し
り
お
し
を
い
た
し
、
竟
ニ
ハ
と
ら
へ
ら
れ
京
の
牢
ニ
居
候
て
、
其
後
江
戸
へ
引
れ
候
よ
し
、
馬
鹿
ら
し
き
事
ニ
御
坐
候
、
近
来
京
山
田
泰
平
と
申
も
の
、
西
へ
む
け
出
候
様
子
、
参
候
と
も
御
と
ん
ち
や
く
被
成
ま
し
く
候
、
段
々
わ
ろ
き
事
承
候
事
也
、
其
外
色
々
御
坐
候
へ
共
、
略
し
申
候
、
岩
坂
登
と
か
申
者
貴
家
に
も
久
し
く
居
候
由
、
先
日
御
上
坂
を
承
ニ
下
拙
方
及
文
通
候
、
京
ニ
て
段
々
聞
候
所
、
と
か
く
酒
か
わ
ろ
き
と
か
に
て
尻
の
す
わ
ら
ぬ
と
の
事
也
、
生
徒
ニ
ハ
随
分
御
用
心
被
成
候
て
宜
と
存
候
也
、
○
萩
御
産
物
被
下
候
由
、
毎
々
御
配
意
奉
謝
候
、
留
守
ニ
て
候
由
未
拝
味
候
、
近
々
罷
帰
候
而
賞
し
可
申
候
、
先
ハ
右
御
返
事
如
斯
御
坐
候
、
乍
末
御
家
内
様
へ
宜
御
伝
声
可
被
下
候
、
恐
惶
不
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
よ
り
　
　
五
月
卅
日　
　
　
　
　
　
　
広
道
　
　
　
鈴
木
老
雅
伯
　
　
　
　
　
　
玉
几
下
　
　
尚
々
時
気
折
角
御
自
愛
奉
祈
候
、
以
上
﹇
第
二
十
一
消
息
（
安
政
四
年
八
月
廿
日
）﹈
一
五
・
六
×
三
一
糎
（
１
３
９
）
久
々
御
音
信
承
不
申
候
、
如
何
哉
と
折
々
御
噂
申
出
居
申
候
処
、
去
ル
十
五
日
三
田
尻
五
十
君
氏
よ
り
之
書
状
到
着
、
承
候
へ
は
春
来
御
母
上
様
、
御
姉
様
共
御
病
気
ニ
被
為
入
候
処
、
去
ル
五
月
令
姉
君
御
遠
行
、
打
続
閏
月
ニ
御
母
堂
御
遠
逝
之
由
、
扨
々
驚
入
申
候
、
右
御
病
中
御
介
抱
之
御
配
意
、
尓
後
御
愁
傷
之
段
深
く
奉
遠
察
御
気
毒
無
申
斗
御
坐
候
、
早
々
御
慰
問
可
申
上
候
処
、
遠
路
一
向
ニ
存
不
申
、
遅
引
仕
候
段
、
御
宥
恕
可
被
下
候
、
荊
妻
も
宜
御
悔
申
上
候
様
申
出
候
、
折
角
御
喪
中
御
保
護
専
要
奉
祈
候
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
惶
頓
首
　
　
八
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
原
広
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
　
　
鈴
木
老
雅
伯
　
　
　
　
　
玉
案
下
﹇
第
二
十
二
消
息
（
安
政
年
間
）﹈
一
五
・
六
×
二
四
・
六
糎
　
　
跋
の
手
帋
ハ
中
林
竹
洞
と
申
老
人
、
名
高
キ
　
　
文
人
画
工
ニ
て
御
坐
候
、
此
人
の
著
書
い
ろ

有
、
面
白
し
（
１
４
１
）
此
一
書
江
州
大
津
水
原
宗
梁
か
作
也
、
　
　
序
ニ
い
ふ
大
府
又
王
ハ
聖
護
院
宮
也
と
そ
今
般
摺
上
候
故
一
冊
進
上
仕
候
、
御
覧
之
上
御
高
評
可
被
下
候
、
宗
梁
ハ
名
高
き
呉
　
　
　
　
　
　
　
異
姓
の
分
家
也
服
屋
岩
城
九
右
衛
門
か
同
家
之
者
ニ
て
三
井
八
郎
左
衛
門
か
弟
ニ
御
坐
候
、
所
謂
金
客
に
て
か
く
ま
て
の
事
ヲ
案
出
候
も
奇
ニ
御
坐
候
、
夫
故
近
来
懇
意
ニ
仕
候
、
愚
評
も
少
し
加
へ
置
申
候
、
此
本
書
ハ
写
本
之
方
ニ
御
坐
候
、
　
　
此
外
ニ
長
広
、
伴
雄
か
評
も
あ
り
し
か
と
名
を
出
候
を
断
し
と
そ
是
ハ
上
原
甚
太
郎
と
申
大
津
手
代
之
儒
者
な
し
り
候
を
、
野
生
と
直
養
ニ
弁
し
て
く
れ
と
申
候
故
、
末
ニ
少
々
書
添
申
候
、
但
し
甚
太
郎
ニ
ハ
見
せ
さ
り
し
な
る
へ
し
、
を
か
し
き
事
故
、
序
ニ
入
御
覧
申
候
、
但
し
此
写
本
ハ
御
返
し
可
被
下
候
、
か
な
つ
け
を
し
た
る
ハ
宗
梁
か
わ
さ
ニ
て
、
野
生
ハ
や
ハ
り
字
音
ニ
よ
み
候
、
俗
文
の
つ
も
り
也
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
養
も
同
断
な
り
其
意
ニ
て
御
よ
み
可
被
下
候
、
尤
他
へ
ハ
御
見
せ
被
下
ま
し
く
候
、
　
　
武
雄
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
蔵
﹇
第
二
十
三
消
息
（
安
政
年
間
、
九
月
十
一
日
）﹈
一
七
・
四
×
二
〇
・
二
糎
　
　
　
（
端
裏
書
）
萩
原
（
朱
）（
他
筆
）
（
１
４
３
）
乍
略
儀
以
一
紙
啓
上
仕
候
、
秋
冷
之
節
御
坐
候
処
、
益
御
清
適
被
成
御
座
、
珍
重
之
至
奉
大
賀
候
、
然
ハ
月
次
会
毎
月
十
三
日
ニ
相
定
候
様
、
先
日
御
議
定
被
下
候
処
、
荊
婦
播
州
へ
罷
出
居
申
候
、
今
以
帰
来
不
申
候
間
、
来
ル
十
七
日
ニ
御
差
延
可
被
下
奉
頼
候
、
此
段
御
許
容
可
被
下
候
、
以
上
萩原広道の消息（その五）
八
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九
　
　
九
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
萩
原
鹿
蔵
﹇
第
二
十
四
消
息
（
万
延
元
年
十
月
六
日
）﹈
一
五
・
三
×
五
三
・
六
糎
　
　
　
（
端
裏
書
）
萩
原
左
筆
（
他
筆
）
（
１
４
５
）
弥
御
壮
健
可
被
成
御
坐
、
珍
重
奉
存
候
、
扨
先
大
人
義
御
逝
去
ニ
御
坐
候
由
、
残
念
無
限
可
被
思
召
候
、
此
方
に
も
大
ニ
力
を
お
と
し
申
候
、
扨
其
後
ハ
如
何
御
暮
被
成
候
や
、
承
度
奉
存
候
、
当
便
秋
田
屋
之
手
代
栄
三
郎
ニ
催
促
致
し
候
、
段
々
之
始
末
有
之
而
、
差
遣
し
申
候
、
栄
三
郎
ニ
候
様
御
引
廻
し
奉
頼
候
、
同
人
も
さ
ぞ
迷
惑
ハ
い
た
す
べ
く
候
へ
共
、
先
大
人
う
け
ニ
御
立
之
事
故
、
貴
君
様
も
又
御
引
う
け
可
被
下
候
、
委
細
は
手
代
よ
り
可
申
上
候
、
何
分
宜
奉
頼
候
、
○
私
病
気
も
や
う

此
位
ニ
て
幾
と
（
１
４
６
）
困
入
申
候
、
そ
れ
も
左
書
ニ
て
筆
ヲ
取
申
候
故
、
一
向
何
も
か
れ
不
申
、
万
事
な
げ
や
り
ニ
仕
候
、
御
境
界
い
か
の
御
事
に
や
、
ち
と
御
聞
せ
可
被
下
候
、
乍
末
筆
御
母
様
ニ
よ
く

御
申
上
可
被
下
候
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
惶
謹
言
　
　
十
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
左
衛
門
　
　
　
　
静
枝
様
﹇
第
二
十
五
消
息
（
万
延
元
年
十
二
月
朔
日
）﹈
一
六
・
六
×
七
六
・
八
糎
　
　
　
（
端
裏
書
）
萩
原
広
道
（
他
筆
）
（
１
４
８
）
寒
威
之
節
ニ
御
坐
候
へ
共
、
先
以
御
母
子
様
と
も
御
壮
健
ニ
被
為
入
、
珎
重
至
極
ニ
奉
存
候
、
四
月
ニ
ハ
御
隣
家
之
人
御
上
坂
ニ
而
御
状
被
下
、
殊
ニ
干
七
枚
被
下
大
ニ
難
有
早
々
拝
味
仕
候
、
其
御
礼
も
可
申
上
候
処
、
折
節
眼
疾
さ
し
起
り
夏
秋
も
空
し
く
打
過
、
今
に
猶
同
様
ニ
而
大
ニ
当
惑
仕
候
、
依
之
御
書
通
も
得
不
申
上
失
敬
仕
候
、
今
般
栄
三
郎
帰
り
候
と
て
鳥
渡
立
寄
候
ニ
付
（
１
４
９
）
乍
序
御
左
右
申
上
候
、
一　
栄
三
郎
先
年
秋
田
ヤ
太
右
衛
門
と
書
物
之
出
入
致
し
候
節
、
受
ニ
立
候
御
親
父
様
と
拙
者
ニ
候
処
、
右
之
書
物
代
物
と
も
差
お
く
り
不
申
と
て
、
秋
田
屋
不
足
被
申
越
候
ニ
付
、
拙
子
も
唯
今
之
身
上
ニ
而
、
大
ニ
当
惑
い
た
し
候
処
、
幸
、
去
年
十
二
月
栄
三
郎
金
五
両
さ
し
出
し
、
外
ニ
少
々
書
物
之
残
も
さ
し
出
候
而
、
（
１
５
０
）
少
々
ハ
損
失
ニ
も
相
成
候
へ
と
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
ヤ
先
サ
ッ
ハ
リ
致
し
候
由
、
申
参
り
候
、
然
ル
処
、
当
春
と
か
広
島
之
者
貴
君
様
ニ
、
か
の
残
り
と
り
候
と
か
申
候
由
承
候
へ
と
も
、
最
早
秋
田
ヤ
右
之
通
申
候
間
、
間
違
ハ
無
御
坐
候
、
栄
三
郎
と
も
申
談
し
候
処
、
決
而
相
済
候
よ
し
申
候
間
、
御
安
心
可
被
成
候
、
か
の
広
島
人
ハ
秋
田
や
ニ
暇
出
し
候
者
ニ
御
坐
候
由
承
申
候
、
一　
世
間
之
様
子
兎
ニ
角
ニ
大
ニ
か
ハ
り
申
候
、
貴
辺
如
何
ニ
候
哉
、
難
波
も
先
ハ
平
穏
ニ
御
坐
候
、
御
母
様
ニ
能
々
御
申
上
可
被
下
候
、
家
内
も
宜
し
く
申
出
候
、
　
　
　
　
　
　
　
恐
惶
謹
言
　
　
十
二
月
朔
日
当
賀　
鹿
左
衛
門
　
　
　
静
枝
様
　
　
　
　
　
玉
几
下
﹇
第
二
十
六
消
息
（
文
久
年
間
、
四
月
廿
九
日
）﹈
一
五
・
四
×
六
六
・
八
糎
　
　
　
（
端
裏
書
）
萩
原
（
他
筆
）
（
１
５
３
）
朔
日
之
御
状
十
八
日
着
、
忝
拝
見
仕
候
、
益
御
堅
勝
可
被
成
御
坐
、
珍
重
ニ
奉
存
候
、
御
母
様
も
御
同
事
ニ
被
為
入
、
益
奉
祝
候
、
扨
私
義
も
先
無
事
ニ
而
相
暮
し
居
申
候
、
乍
憚
御
消
念
可
被
下
候
、
扨
為
御
見
舞
結
構
な
る
若
海
布
た
い

御
越
被
下
難
有
奉
存
候
、
去
歳
も
鮎
沢
山
ニ
御
恵
下
さ
れ
重
々
難
有
次
第
ニ
御
坐
候
、
其
御
礼
も
不
申
上
候
而
、
不
相
済
事
ニ
御
坐
候
へ
共
、
兎
角
右
之
手
不
叶
ニ
而
、
今
日
は

と
乍
存
、
さ
て
過
候
事
ニ
御
坐
候
、
此
段
真
平
御
恕
免
可
被
下
候
、
一　
秋
田
屋
相
尋
申
候
栄
三
郎
如
何
被
致
候
哉
、
嘸
何
角
と
迷
惑
ニ
ハ
可
有
と
存
候
事
ニ
御
坐
候
、
然
れ
共
万
事
ニ
付
か
け
合
い
か
致
さ
れ
候
事
ニ
や
、
何
分
御
聞
つ
く
ろ
ひ
可
被
下
奉
頼
候
、
書
林
ハ
（
１
５
４
）
や
め
ら
れ
候
共
、
残
り
物
何
々
有
之
、
そ
の
あ
と
ハ
云
々
し
て
と
な
り
と
も
不
被
申
候
て
ハ
、
を
り
合
申
ま
し
く
哉
、
君
ニ
ハ
何
も
御
存
無
之
事
ニ
候
へ
共
、
先
大
人
御
う
け
ニ
御
立
被
成
候
事
ニ
候
へ
ハ
、
乍
御
面
倒
御
ハ
た
ら
き
可
被
下
候
、
武
嶋
氏
へ
も
壱
通
遣
し
候
へ
ハ
、
乍
御
役
介
御
届
下
さ
れ
、
か
の
武
嶋
氏
よ
り
何
と
か
申
出
ら
れ
候
事
と
奉
存
候
間
、
く
れ

御
頼
申
候
、
此
度
ハ
（
１
５
５
）
栄
三
郎
へ
ハ
手
帋
遣
し
不
申
候
間
、
御
つ
い
て
ニ
能
々
御
申
可
被
下
候
、
一　
与
介
ハ
い
か
致
し
候
哉
、
于
今
内
へ
は
帰
り
不
申
候
哉
、
御
聞
せ
可
被
下
候
、
も
し
内
ニ
居
申
候
は
、
数
年
之
親
切
よ
ろ
し
く
御
申
可
被
下
候
、
彼
へ
も
手
帋
ハ
遣
し
不
申
候
間
、
く
れ

宜
奉
頼
候
、
右
之
外
衝
口
如
山
御
坐
候
へ
と
も
、
得
不
申
候
萩原広道の消息（その五）
一
○
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一
一
間
、
先
草
々
如
斯
御
坐
候
、
随
分
御
自
愛
専
要
ニ
奉
祈
候
、
御
母
様
へ
も
乍
憚
宜
御
伝
言
可
被
下
候
、
恐
々
謹
言
　
　
四
月
廿
九
日　
　
萩
原
鹿
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）
　
　
　
鈴
木
静
枝
様
﹇
第
二
十
七
消
息
（
年
未
詳
）﹈
一
六
・
一
×
三
三
・
三
糎
　
　
　
（
端
裏
書
）
萩
原
（
他
筆
）
　
　
　
（
前　
欠
）
（
１
５
７
）
○
要
害
ヌ
マ
此
訓
考
定
め
た
る
事
侍
ら
す
、
試
に
申
さ
ハ
沼
の
意
に
や
、
沼
ハ
ヌ
と
の
ミ
訓
申
事
常
な
る
に
て
ヌ
マ 
○ 
古
言
の
お
も
へ
ハ
、
マ
ハ
彼
此
の
中
に
間
を
取
て
要
害
に
し
た
る
今
の
堀
の
如
き
○ 
マ
も
の
を
申
意
歟
、
さ
て
其
堀
を
ヌ
マ
と
い
ふ
よ
り
、
後
に
ハ
沼
字
を
も
す
べ
て
ヌ
マ
と
訓
た
る
ニ
や
、
又
ハ
ヌ
マ
ハ
も
と
よ
り
ヌ
と
い
ふ
と
同
義
ニ
て
、
○
沼
の
意
な
る
を
、
堀
を
ほ
り
て
要
害
と
し
た
る
よ
り
、
沼
な
ら
ぬ
要
害
を
も
凡
て
ヌ
マ
と
申
に
か
、
本
末
ハ
今
定
め
か
た
し
、
○
厳
呪
咀
此
訓
も
定
説
と
て
ハ
侍
ら
ね
と
　
厳
ハ
例
の
斎
清
ま
つ
り
た
る
意
の
借
字
　

カ
シ
リ
の
言
ハ
気
知
の
意
歟
、
カ
シ
リ
　
気
ヲ
カ○
と
申
類
風
、
霞
、
影
、
陽
炎
の
類
猶
あ
り
、
神
の
カ
も
気
ノ
意
也
、
カ
ミ 
○
　
さ
て
気
を
知
て
我
物
と
し
、
其
気
を
以
て
人
を
圧
倒
す
る
術
な
る
べ
し
、
　
呪
咀
ノ
字
ハ
、
其
圧
倒
す
る
時
口
に
誦
す
る
事
を
本
に
て
い
ひ
た
る
字
に
て
、
　
事
狭
く
よ
く
ハ
当
ら
さ
る
へ
し
、
○
甚
ニ
ヘ
サ　
此
言
ノ
意
お
の
れ
も
思
ひ
得
す
、
古
言
ト
ハ
聞
え
侍
り
、
イ
ツ
ノ
カ
シ
リ
但
し
厳
字
ハ
威
厳
ナ
ト
ノ
意
ニ
テ
、
キ
ビ
シ
ク
イ
カ
メ
シ
キ
方
本
義
ナ
ル
ヲ
、
イ
ツ
ク
ナ
ト
云
意
に
借
タ
リ
ト
申
意
也
、
イ
ツ

ト
清
テ
ヨ
ム
ソ
宜
シ
キ
、
カ
シ
リ
モ
清
ナ
ル
ヘ
シ
○ 
○

○
同
悪
者
匈
匈
十
数
群
而
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
此
訓
も
疑
し
き
事
御
同
様
な
り
、
但
し
　
而
字
を
上
句
へ
附
て
已
滅
而
と
訓
て
ハ
意
聞
え
す
、
而
ハ
シ
カ
レ
と
ス
テ
ニ
ホ
ロ
ヒ
テ
　
よ
み
て
下
へ
ツ
ヽ
ク
へ
し
、
同
悪
者
ハ
魁
賊
と
同
悪
ノ
者
也
、
ア
シ
ク
ア
リ
シ
と
よ
み
て
ハ
少
し
い
か
也
、
さ
て
匈
々
ハ
喧
頌
ノ
な
れ
ハ
イ
ヒ
ヲ
リ
ツ
ヽ
と
あ
る
ハ
　
言
居
乍
ノ
意
な
る
へ
け
れ
と
、
イ
ヒ
ヲ
ル
な
と
い
ひ
て
ハ
形
容
か
な
ハ
ぬ
ニ
ヤ
、
サ
ヤ
ギ
ツ
ヽ
と
訓
へ
し
、
が
や

と
さ
わ
か
し
く
い
ふ
意
也
、
イ
ヒ
ヲ
ハ
リ
と
あ
る
ハ
、
　
ふ
つ
ニ
考
へ
き
よ
し
な
し
、
匈
々
ノ
字
ニ
中
ら
さ
れ
ハ
誤
な
る
へ
し
、
　
十
数
群
ハ
、
文
字
の
置
さ
ま
少
し
い
か
な
れ
と
、
十
数
ハ
た
多
人
　
数
の
意
ま
て
ニ
て
、
十
屯
な
と
数
を
さ
し
た
る
意
ニ
て
ハ
な
し
、
さ
れ
ハ
ト
タ
ム
ラ
　
サ
ハ
ニ
イ
ハ
メ
リ
と
訓
て
か
な
ふ
へ
く
ヤ
、
○
飴
タ
カ
ネ
未
詳　

手
養
稲
ノ
畧
歟
、
サ
レ
ト
タ 
カ
ヒ
イ
ネ

イ
カ
ナヽ
ル
へ
し
、
是
ハ
セ
ン
カ
タ
ナ
サ
ニ
申
ノ
ミ
也
、
稲
ト
イ
ヒ
テ
ハ
　
右
倉
卒
な
か
ら
記
し
付
て
入
御
覧
申
候
、
い
つ
れ
も
未
定
之
　
僻
案
な
れ
と
、
所
存
を
不
申
上
も
却
而
恐
入
候
間
、
試
ニ
記
し
申
候
、
　
御
用
捨
可
被
下
候
、
惣
体
紀
ノ
訓
ハ
ふ
る
き
物
ニ
御
坐
候
へ
と
も
　
殊
外
用
ひ
さ
ま
を
心
得
ぬ
人
の
、
押
而
つ
け
た
る
体
ニ
見
え
て
言
ノ
　
情
態
の
は
つ
れ
た
る
事
多
く
御
坐
候
へ
ハ
、
聞
え
ぬ
所
は
　
前
後
の
文
体
と
漢
字
の
義
を
御
考
被
成
候
而
、
御
か
へ
被
成
候
ハ
て
ハ
　
通
暢
難
仕
と
奉
存
候
、
然
れ
と
も
又
間
ニ
ハ
甚
古
き
語
も
御
坐
候
而
　
い
は
ゆ
る
鶏
肋
も
の
ニ
御
坐
候
、
頓
首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
み
ち
　
　
　
鈴
木
翁
　
　
　
　
　
玉
几
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貼
紙
）
東
大
寺
（
印
）
旧
訓
オ
ナ
シ
ク
ア
シ
ク
ア
リ
シ
モ
ノ
○
イ
ヒ
ヲ
ハ
リ
ツ
ヽ
○
ト
タ
ム
ラ
ハ
カ
リ
ア
リ
今
改
、
サ
レ
ド
オ
ナ
ジ
ク
ア
シ
カ
ル
モ
ノ
○
サ
ヤ
ギ
ツ
ヽ
○
サ
ハ
ニ
イ
ハ
メ
リ
只
